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中
央
本
部
は
、
申
28
号｢

『
現
業
機
関
に
お
け
る
柔

軟
な
働
き
方
の
実
現
に
つ
い
て
』
に
関
す
る
緊
急
解
明

申
し
入
れ｣

団
体
交
渉
を
、
現
在
ま
で
に
３
回
開
催
し

て
い
ま
す
。 

今
施
策
を
実
施
す
る
意
義
と
目
的
に
つ
い
て
「
『
変

革
２
０
２
７
』
で
ヒ
ト
起
点
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
を

目
指
す
上
で
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
生
活
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
基
に
お

客
さ
ま
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
仕
事
の
仕
組
み
、
役
割
を
変
更
し
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
働
く
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。
さ
ら
に
統
括
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
、
社
員
の
活
躍
フ
ィ
ー
ル
ド
の
拡
大
が
目
的

で
あ
り
、
効
率
化
を
主
眼
に
置
い
た
も
の
で
は
な
い
。

駅
と
運
輸
（
乗
務
員
）
の
業
務
を
融
合
す
る
こ
と
で
、

垣
根
を
超
え
、
お
客
さ
ま
に
近
い
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
と
回
答
し

ま
し
た
。 

一
方
で
、
会
社
か
ら
示
さ
れ
た
提
案
資
料
に
は
「
安

全
」
の
文
字
が
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し

て
指
摘
す
る
と
「
安
全
は
経
営
の
ト
ッ
プ
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
で
あ
り
、
あ
え
て
記
載
し
な
か
っ
た
」
「
様
々
な

業
務
を
相
互
に
経
験
す
る
こ
と
で
安
全
は
向
上
す
る
」

と
具
体
性
の
な
い
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。 

業
務
の
プ
ロ
の
育
成
に
つ
い
て
は
「
必
要
で
あ
る｣

と
労
使
で
認
識
が
一
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
全
・

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
に
向
け
た
専
門
家
の
育
成

に
つ
い
て
は
「
役
割
分
担
に
捉
わ
れ
な
い
働
き
方
で
、

多
角
的
視
野
で
業
務
を
経
験
し
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の

よ
う
に
広
範
囲
の
経
験
を
多
面
的
に
積
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
回
答
し
、
特
定
の
分
野
に
つ
い
て
高
度

な
知
識
・
技
術
を
備
え
持
っ
た｢

エ
キ
ス
パ
ー
ト｣

を
育

成
し
て
い
く
考
え
が
無
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
直
近
の
課
題
で
あ
る
世
代
交
代
に
つ
い
て
は

｢

統
括
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
り
国
鉄
採
用
の
先
輩
方
と
接

す
る
機
会
が
増
え
、
継
承
が
出
来
る｣

と
述
べ
、
こ
の

点
に
つ
い
て
も
具
体
性
の
無
い
回
答
に
終
始
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
施

2021 年 9 月 1 日（水）

第 1 9 号

続々と加入! 
７月４日の第4 回定期大会以降 
新たな仲間が輸送サービス労組へ 

輸送サービス労組は、2020年５月に会社と「労使間の取扱いに関する協約」を「信義誠実の原則に従って

健全な労使関係を確立し、社業の発展と労働条件の維持向上を図る」ことを目的として締結しました。しかし、

職場では協約の運用を巡り、組合掲示板の設置や会議室の一時使用など、現協約を現場管理者が都合よく解釈

し、労使議論を蔑ろにする事態が発生しています。また、苦情処理や簡易苦情処理における取扱いにおいても、

協約に明記されている事項が労使双方の合意とならないことをもって、参考人の出席はおろか、事実確認のた

めの必要な措置を講じることなく「対立却下」と、実質的な解決に至っていません。さらに、各地本が許可申

請を行った組合事務所の便宜供与についても、いまだに具体的な箇所が示されず、正当な組合活動が保障され

ていません。 

 職場では、労働組合活動への支配介入や脱退強要の不当労働行為が後を絶たず、不利益扱いが横行している

現状を、輸送サービス労組として看過することはできません。 

現在の「労使間の取扱いに関する協約」は2021年９月30日をもって、有効期間の満了を迎えます。 

私たち輸送サービス労組の活動の基本は職場であり、職場での組合活動は保障されなければなりません。よ

って、本部は「労使間の取扱いに関する協約の改訂」について申し入れを行い、団体交渉に臨みます。 
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申 28 号 

策
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
業
務
を
経
験
す
る
こ
と
か

ら
、
人
材
育
成
・
世
代
交
代
と
関
連
し
、
柔
軟
な
働
き

方
と
も
関
係
す
る
必
要
な
施
策
で
あ
る
と
の
考
え
方

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

会
社
は
「
変
革
２
０
２
７
」
で
掲
げ
る
ヒ
ト
起
点
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
転
換
の
た
め
に
施
策
を
矢
継
ぎ
早
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

協約の正しい運用と改訂を強く求める！ 

労働に関する法律相談を承ります。なお、内容によ

り JTSU顧問弁護士への相談・紹介を行います。 

お問い合わせは、ホームページ・FAX・郵便より。 

【H P】http://jtsu.org/rodo-soudan/ 

【FAX】03-6803-2681 

【郵便】〒110-0015 

東京都台東区東上野 2-10-12-202 

「JTSU労働相談室」行 
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「
人
間
の
活
動
が
温
暖
化
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
い
」
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
）
の
報
告
書
で
す
。
気
候
危
機
の
主

要
な
原
因
は
、
企
業
の
生
産
活
動
に
伴
う
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
で
す
。
今
夏
、
日
本
以

外
の
世
界
の
各
地
で
も
、
気
候
変
動
に
よ
る

熱
波
や
山
火
事
、
洪
水
な
ど
が
発
生
し
、
多

く
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
も
は
や
人
災
と
言

え
る
気
候
危
機
は
「
地
球
に
人
類
が
生
存
で

き
る
の
か
」
と
問
わ
れ
る
ま
で
に
迫
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出

責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
す
大
人
た
ち
の
責
任
は
重
大
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者

が
激
増
し
、
医
療
体
制
の
逼
迫
に
よ
っ
て
、

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
る

方
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
政
府
は
「
緊
急
事

態
宣
言
」
や
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

の
期
間
延
長
や
対
象
地
域
を
拡
大
し
ま
し

た
が
、
市
井
（
し
せ
い
）
の
人
々
の
不
安
や

恐
怖
を
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
菅
首
相
が
本
気
に
な
っ

て
科
学
的
な
根
拠
を
示
す
こ
と
な
く
「
明
か

り
は
、
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
る
」
と
述
べ

る
姿
に
、
医
療
従
事
者
の
厳
し
い
現
実
や
感

染
に
怯
え
る
市
井
の
人
々
の
緊
張
感
を
受

け
止
め
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な

い
か
ら
で
す
。 

現
在
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
を
「
制
御
不

能
で
災
害
レ
ベ
ル
の
非
常
事
態
」
と
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
拡
大
の
背
景
に
は
、

若
年
層
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
遅
れ
や
給

付
金
支
給
の
遅
れ
、
後
手
に
回
る
政
府
の
対

応
に
業
を
煮
や
し
た
人
々
の
行
動
等
が
あ

り
、
も
は
や
政
治
に
よ
る
災
害
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
当
事
者
と

し
て
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
収
益
が
心
配
で
す

が
、
今
は
我
慢
の
時
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
教
訓
的

に
考
え
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
公
共
交
通
企
業
の

増
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
人
流
増
加
を
招

く
こ
と
は
仁
義
道
徳
が
問
わ
れ
る
か
ら
で
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
、
本
部
―
本
社
間
の
団
体

交
渉
で
「
交
渉
事
項
の
事
前
通
知
（
第
17

条
）」

を
行
わ
ず
、
前
代
未
聞
の
「
労
使
間
の
取
扱
い
に

関
す
る
協
約
」
不
履
行
が
発
生
し
ま
し
た
。
労
使

双
方
の
責
任
者
間
で
整
理
が
図
ら
れ
、
現
在
は
団

体
交
渉
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
は
こ
の
他
に
も
、
会
議
室
・
組
合
事
務
所
を
便

宜
供
与
せ
ず
、
正
当
な
組
合
活
動
を
規
制
し

『
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
』
に
名

を
借
り
て
、
人
を
モ
ノ
の
よ
う
に
扱
う
人
事

異
動
を
強
行
し
て
い
ま
す
。
輸
送
サ
ー
ビ
ス

労
組
は
、
遵
法
精
神
に
欠
け
た
、
あ
る
い
は

非
人
間
的
な
会
社
の
経
営
姿
勢
に
は
、
毅
然

と
対
応
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
「
他
者
に
向
け

た
非
人
間
化
と
い
う
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

形
を
変
え
、
規
模
を
変
え
、
最
終
的
に
は
方

向
性
を
変
え
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ
う
に
実
行

者
や
傍
観
者
へ
と
舞
い
戻
っ
て
く
る
（
『
歪

ん
だ
正
義
』
大
治
朋
子
著
）」
か
ら
で
す
。
実

際
に
、
運
転
取
り
扱
い
に
関
す
る
事
故
・
事

象
が
増
加
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
職
場
の
パ

ワ
ハ
ラ
等
を
告
発
す
る
「
情
報
提
供
」
が
輸

送
サ
ー
ビ
ス
労
組
に
相
次
い
で
い
る
こ
と

が
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。 

日
本
は
「
周
回
遅
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
ま
、
世
界
の
企
業
や
投
資
家
に
「
企

業
と
人
権
」
と
い
う
視
点
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
企
業
や
投
資
家
が
、
商
品
や

収
益
に
だ
け
企
業
価
値
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
原
料
調
達
や
生
産
過
程
に
人
権
侵
害

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
価
値
観
で
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
大
切
に
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
や
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営

の
実
践
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
社
会
貢

献
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な
く
、
目
標
を
本
業
に

結
び
つ
け
る
取
り
組
み
で
、
企
業
は
情
報
開

示
や
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
世
界
で

常
識
と
さ
れ
る
未
来
志
向
を
見
た
と
き
に
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
が
行
う
数
々
の
非
人
間

的
な
職
場
管
理
は
、
前
時
代
的
な
思
考
で
あ

り
、
従
業
員
へ
の
人
権
蹂
躙
も
甚
だ
し
い
こ

と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

組
合
員
の
皆
さ
ん
！
健
全
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
・
グ
ル
ー
プ
会
社
を
め
ざ
し
て
起
ち
あ
が
っ
た

仲
間
と
連
帯
し
て
未
来
志
向
型
の
人
本
経
営
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
！ 

８
月
５
日
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
、
脱
退
パ
ワ
ハ
ラ

訴
訟
「
進
行
協
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
滝

野
川
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
報
告
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
受
け
、
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
徹
底
し
ま
し
た
。 

今
回
の
進
行
協
議
で
は
、
原
告
側
（
個
人
訴
訟
団
）

か
ら
、
会
社
が
組
織
的
に
関
与
し
、
脱
退
勧
奨
を
行
っ

た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
第
３
準
備
書
面
と

証
拠
書
類
を
提
出
し
ま
し
た
。
進
行
協
議
で
整
理
し

た
争
点
の
内
容
は 

①
会
社
が
行
っ
た
脱
退
強
要
と

い
う
不
法
行
為 

②
会
社
の
使
用
者
責
任 

③
職
場
環

境
配
慮
義
務
違
反
の
３
点
を
主
張
し
、
整
理
を
行
い

ま
し
た
。 

報
告
会
で
は
、
佐
々
木
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
「
脱

退
パ
ワ
ハ
ラ
訴
訟
は
、
４
名
の
仲
間
の
問
題
で
は
な

く
、
全
組
合
員
の
問
題
で
あ
る
」「
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労

組
に
か
け
ら
れ
て
い
る
不
当
労
働
行
為
・
職
場
活
動

の
規
制
と
排
除
の
攻
撃
に
抗
す
る
た
め
、
第
三
者
機

関
の
活
用
も
辞
さ
ず
た
た
か
っ
て
い
く
」
こ
と
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
の
進
行
協
議
は

１０
月
４
日
（
月
）
１１
時

３０

分
か
ら
行
わ
れ
ま

す
。 

ＪＲ東日本・グループ会社で働く〝全ての仲間の利益〟を守るために、 

不当労働行為、ハラスメント行為、組合差別を根絶するたたかい! 

８
月
１０
日
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
、
労
働
審
判
第
３

回
期
日
が
行
わ
れ
、
審
判
官
か
ら
『
法
２４
条
一
項
に
よ

る
終
了
』
に
よ
る
訴
訟
手
続
き
へ
移
行
す
る
こ
と
を
確

認
し
、
労
働
審
判
が
終
了
し
ま
し
た
。（
※
法
２４
条
一

項
に
よ
る
終
了
と
は
、
審
判
官
が
事
案
に
対
し
て
複
雑

で
労
働
審
判
出
来
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
告
げ
る

終
了
の
こ
と
。
） 

８
月
２３
日
、
東
京
都
労
働
委
員
会
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ

東
日
本
八
王
子
駅
パ
ン
フ
配
布
処
分
事
件
」
の
「
第
３

回
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

調
査
に
お
い
て
、
会
社
側
は
「
国
鉄
時
代
か
ら
労
使

問
題
が
極
め
て
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
職
場
秩
序
が
必

須
で
あ
っ
た
」「
今
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
行
為
が
、

更
衣
室
に
お
け
る
業
務
時
間
外
で
あ
っ
た
こ
と
は
認

め
る
が
、
渡
さ
れ
た
社
員
は
動
揺
し
て
い
た
」
「
他
の

同
種
の
事
例
で
も
厳
重
注
意
処
分
と
し
て
い
る
た
め
、

均
衡
が
と
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
認
知
（
把
握
）
し
て
い
る
他
の
同
種
事
象
に
つ
い

て
も
、
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。
一

方
、
会
社
側
は
、
現
在
で
は
あ
り
得
な
い
国
鉄
時
代
の

ヤ
ミ
出
向
な
ど
の
証
拠
書
類
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

同
日
、
八
王
子
労
政
会
館
に
お
い
て
「
調
査
報
告
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
武
田
執
行
副
委
員
長
は
「
会

社
は
処
分
を
出
し
、
労
働
組
合
の
弱
体
化
を
目
的
と
し

た
労
働
組
合
の
排
除
、
組
合
活
動
の
萎
縮
、
団
結
権
の

否
定
、
労
働
三
権
を
認
め
な
い
意
志
を
表
し
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
の
運

動
で
不
安
の
な
い
職
場
環
境
の
構
築
と
不
当
労
働
行

為
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
推
し
進
め
、
安
全
で
安
心

し
て
働
け
る
職
場
を
つ
く
り
出
し
て
い
こ
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
佐
々
木
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
は
「
偏

見
や
差
別
が
蔓
延
す
る
企
業
に
安
全
は
任
せ
ら
れ
な

い
。
仲
間
と
共
に
会
社
や
社
会
、
未
来
を
語
り
合
い
、

様
々
な
差
別
を
許
さ
ず
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
共
生

で
き
る
社
会
を
目
指
そ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

バ
ス
関
東
土
浦
支
店 

臨
時
雇
用
員
の
雇
い
止
め
事
件 

 

組
合
員
１
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
年
齢
者
雇

用
の
あ
り
方
を
考
え
、
７
名
の
先
輩
た
ち
に
寄
り
添
う

た
た
か
い
を
通
じ
、
Ｊ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
運
動
の
正
当
性
を
職
場

と
社
会
に
明
確
に
し
な
が
ら
、
勝
利
に
向
け
た
た
た
か

い
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。 

職
場
で
起
き
て
い
る
事
象
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
果
た
し
、
不
当
労
働
行
為
の
な
い
健
全
な
職
場
を

取
り
戻
し
、
安
全
第
一
で
利
便
性
の
損
な
わ
な
い
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。 

次
回
、
第
４
回
調
査
は
、
１０
月
８
日
１６
時
か
ら
、

会
社
の
主
張
に
対
し
、
反
論
を
行
い
ま
す
。 

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の 

再
発
防
止
を
求
め
る
」
申
し
入
れ 

７
月
２０
日
、
横
浜
地
本
は
、
申
１
号
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
再
発
防
止
を
求
め
る
」
申
し
入
れ
を
提
出

し
ま
し
た
。

横
浜
地
本
は
懲
罰
的
な
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
事
実
を
会
社
に
認
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後

の
是
正
に
向
け
て
た
た
か
い
ま
す
。 

非人間的な扱いをする前時代的な思考を脱却し、 

人本経営による健全な未来を創造しよう! 



 
第１９号 （３）２０２１年９月１日 

 ８月１ ２日 

申 ５ 号 

１．「働きがい」と「生きがい」を創出するために年間休日を 120 日とし、「ワーク・ライフ・バ

ランス」と「働き方改革」の推進と「仕事と生活の調和」「心身のリフレッシュ」「免疫力の

向上」が図れる環 境を確立すること。 

２．新型コロナワクチンについては、あくまで本人の意思に基づき接種を受けられる環境を整

え、接種の強制はしないこと。また、ワクチン接種実施の有無により、職場や周りの方など

に接種の強制や接種を受けていない方への差別的な扱い、職場におけるいじめ・嫌がらせ

などが生じることのないように指導徹底すること。 

３．エッセンシャルサービスを提供するＪＲ東日本の責務を果たすために「新型コロナワクチ

ンの接種に係る勤務の取扱いについて（通達）」による「ワクチン接種時の取扱い」および

「ワクチン接種後の副反応時の取扱い」に関する内容を、以下の下線部のように変更する

こと。 

  ①「ワクチン接種時の取扱い」については、原則として勤務時間外（自分の時間）としてい

るところを、接種日に限り勤務を免除することとする。 

  ②「ワクチン接種後の副反応時の取扱い」については、新型コロナワクチンの接種日以降７

日以内（接種日含む。）に副反応（発熱や倦怠感）があり、正常な労務を提供できない

状態にある場合には、社員からの申告に基づき、前項とは別に１日限り勤務を免除す

ることができることとするところを、前項とは別に３日に限り勤務を免除することが

できることとする。 

４．新型コロナウイルス感染症に罹患した際には、早期治癒と安心した療養生活を送れる環境

整備、更なる感染拡大防止のために、あらゆる制度を活用して賃金を減額せずに 100％の補

償を行うこと。 

５．新型コロナウイルス感染の拡大防止対策として、人流抑制、接触機会の低減を図るために、

緊急事態宣言下では、不要不急な超過勤務や委員会活動等の業務を行わないように指導徹

底すること。 

６．新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい経営状況が継続していることに踏まえ、本

社勤務社員等を対象に「一時帰休」を実施しているが、現行の運用状況および雇用調整助成

金の受給実績を明らかにすること。 

 

 

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
の
使
命
と
責
任
を
自
覚
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
「
感
染
し
な
い
、
感
染
さ
せ
な
い
」
た

め
に
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
感
染
リ
ス
ク
の

低
減
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
は
感

染
拡
大
の
勢
い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
感

染
力
の
強
い
変
異
株(

デ
ル
タ
株)

に
よ
っ
て
更
な

る
感
染
拡
大
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
新
規
陽
性

者
数
も
各
地
方
で
、
過
去
最
多
の
陽
性
者
数
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
首
都
圏
の
医
療
体
制
に
つ
い

て
も
、
病
床
逼
迫
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
も
現
実

味
を
帯
び
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

７
月
下
旬
、
各
支
社
総
務
部
長
名
で
「
社
員
の
皆

さ
ん
へ
」
や
「
感
染
防
止
を
一
層
徹
底
し
、
夏
を
乗

り
越
え
よ
う
」
な
ど
の
表
題
を
用
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
報
告
が
相
次
い
で
い
る
こ

と
の
周
知
と
、
感
染
防
止
意
識
を
欠
い
た
行
動
に
よ

っ
て
業
務
に
支
障
を
も
た
ら
し
た
こ
と
へ
の
警
告
、

懇
親
会
・
意
見
交
換
会
の
強
い
自
粛
要
請
と
、
今
後
、

新
社
員
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｅ
」
導
入
に
関
す
る
申
し
入
れ 

団
体
交
渉
を
行
う
！ 

８月 23 日 

申 ４ 号 

２
０
２
１
年
７
月
１２
日
、
「
新
社
員

シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｅ
」
導
入
に
伴
う
年
休
申

込
方
法
等
の
変
更
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
会
社
掲
示

が
突
然
、
掲
出
さ
れ
ま
し
た
。
掲
示
の
内
容
は
、
新

シ
ス
テ
ム
導
入
で
12
月
分
の
年
休
申
し
込
み
（
11

月
１
日
申
し
込
み
開
始
）
に
関
わ
る
申
請
手
続
き
の

変
更
点
４
点
が
記
載
さ
れ
「
年
休
の
時
季
指
定
が
競

合
し
た
場
合
の
判
断
」
と
し
て
、
全
て
の
職
場
で
取

り
扱
い
を
統
一
す
る
旨
、
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

勤
務
の
確
認
や
、
年
休
の
申
請
は
組
合
員
・
社
員
の

生
活
設
計
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
本
部
は
８
月
12

日
に
申
し
入
れ
を
行
い
、
８
月
23
日
団
体
交
渉
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。 

第
１
項
で
は
「
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
第
85
条

１
項
」
に
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
申
請
に
つ
い
て
は

「
年
次
有
給
休
暇
申
込
簿
に
記
入
す
る
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
方
的
な
変
更
を
行
な
わ
な

い
こ
と
」
を
求
め
議
論
し
、
年
次
有
給
休
暇
の
請
求

手
続
き
に
つ
い
て
、
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
第
85

条
１
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
協
約
締

結
内
容
の
変
更
事
案
で
あ
り
、
労
働
組
合
に
提
案
が

さ
れ
な
い
ま
ま
社
員
周
知
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
こ
と
。
会
社
は
、
掲
示
に
よ
っ
て
不
安
や
職
場
混

職
場
内
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
へ
の
強
い
危
機
感
が
発

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、

乱
を
引
き
起
こ
し
た
現
実
、
組
合
員
の
生
活
設
計
に

直
結
す
る
こ
と
か
ら
も
、
労
働
組
合
を
軽
ん
じ
て
い

る
会
社
姿
勢
の
是
正
を
求
め
ま
し
た
。
会
社
は
、「
労

働
協
約
が
就
業
規
則
よ
り
も
上
位
に
あ
る
優
位
性

は
理
解
し
て
い
る
。
今
回
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
は
詳

細
手
続
き
の
み
の
変
更
で
あ
り
『
労
働
条
件
に
関
す

る
協
約
』
お
よ
び
就
業
規
則
に
つ
い
て
は
変
更
を
し

な
い
」
と
回
答
が
示
さ
れ
確
認
し
ま
し
た
。 

第
２
項
で
は

39

39

 

第
３
項
で
は
申
し
入
れ
の
回
答
指
定
日
と
団
体

交
渉
日
を
定
め
た
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

間
の
交
渉
で
は
、
団
体
交
渉
を
労
使
共
に
建
設
的
な

議
論
の
行
え
る
よ
う
、
事
前
に
回
答
書
を
手
交
す
る

よ
う
議
論
し
続
け
て
い
ま
す
。
回
答
書
そ
の
も
の
で

は
無
く
と
も
、
他
の
手
段
の
活
用
を
検
討
し
、
調
整

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

今
後
は

「
運
用
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
、
不
安
な
く
、

安
心
し
て
年
休
が
申
請
で
き
る
よ
う
、
議
論
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。 

「新社員システム『JINJRE』の 

運用等に関する申し入れ」を行う! 
8 月 30 日 

申 ９ 号 

１．「新 JINJRE」導入に伴う変更点を「人事給与」「勤務」「厚生」別

に明らかにすること。あわせて、システム申請や確認ができない事

項について明らかにすること。 

２．「新 JINJRE」導入実施後の年次有給休暇の取得方法についてのフ

ローを勤務管理するシステム別（JINJRE、輸送総合システム）に

明らかにすること。 

３．2021 年７月 12 日掲示「新社員システム『JINJRE』導入に伴う

年休申込方法等の変更について」の「３．年休の時季指定が競合し

た場合の取扱い（12 月の勤務指定より実施）」の記載内容に対し、

以下の点について考え方を明らかにすること。 

① 当該年休の申し込み事由について 

② 年休消化状況及び最近の勤務実績及び勤務指定について 

③ 休日等の臨時勤務の実績並びに休日勤務実績等について 

④ 上記①～③を総合的に勘案する場合の時季変更権行使に係る

基準・運用について 

４．組合員の年次有給休暇の申請については「労働基準法第 39 条５

項」に基づき時季指定すること。また、申請事由を基に時季変更権

の行使を行わないこと。 

５．「新 JINJRE」導入に伴い、事務担当社員の要員に対する考え方を

明らかにすること。また、事務担当業務の展望を明らかにすること。 

６．「新 JINJRE」導入に伴う社員周知及び教育については、各種定め

る訓練時間とは別に十分な時間を確保した上で労働時間として取

扱い、運用開始までに終えること。また出向休職中社員への社員周

知及び教育についても同様に取扱うこと。 

７．今申し入れに対する回答は、2021 年９月 14 日までに行うこと。

また団体交渉は 2021 年９月 17 日までに実施すること。 



 
第１９号 ２０２１年９月１日（４） 

 

８月２日、ＪＲ東日本は「ＪＲ東京総合病院の病

棟等の建替えについて」プレス発表を行いました。

ＪＲ東京総合病院が「安心して働ける医療現場

の実現」へ前進したことは、職場からの声を代弁す

る労働組合として、今後も組合員と全ての仲間の

声をもとに労使議論へ臨み、当たり前の労働組合

としての責務を果たしていきます。 

輸送サービス労組へ 

ＪＲ東日本・本社ビルや東京支社ビルでの不法行為が 

〝内部告発〟や〝悲痛な叫び〟として寄せられる! 

【８月23日】 

ＪＲ東日本（本社ビル内）において、関係会社およ

び関係会社社員への偽装請負や安全配慮義務違反、そ

して、パワーハラスメント等の不法行為が行われてい

るとの内部告発が、様々な証拠と共に寄せられる。 

 

【８月28日】 

新幹線統括本部内の現業機関において、要員不足に

起因しながら、必要な要員の配置をせず、超勤を前提

とした業務指示が行われている実態が、様々な証拠と

共に寄せられる。 

 

【８月30日】 

東京支社総務部において、副課長から兼務発令中の

社員に対するパワハラが発生していることが、相談と

して寄せられる。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
デ
ル
タ
株
の
流

行
に
よ
り
第
５
波
を
迎
え
、
国
内
の
新
規
感
染
者
数
が

１
日
に
２
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
も
、

駅
や
乗
務
員
区
等
に
お
け
る
新
規
陽
性
者
の
増
加
に
よ

り
、
感
染
リ
ス
ク
が
日
増
し
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
も

「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
」
で
は
な
く
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
で 

「
コ
ロ
ナ
を
制
御
し
た
社
会
」
を
展
望
し
た 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
運
動
づ
く
り
を
！ 

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？ 

自
分
の
頭
で
考
え
て
い
ま
す
か
？ 

当
た
り
前
の
日
常
を
検
証
し
、 

警
鐘
を
な
ら
す
一
冊 

 

架
空
の
日
本
を
舞
台
に
し
た
ス
ト

ー
リ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
同
様
な
こ
と

が
、
今
、
世
界
中
で
秘
密
裡
に
行
わ
れ

て
い
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。 

今
や
生
活
の
一
部
分
と
な
り
手
放

す
こ
と
が
で
き
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
し
か
し
、
そ

の
裏
で
は
個
人
情
報
が
把
握
さ
れ
、
作

為
的
な
情
報
に
よ
っ
て
人
々
の
心
情

や
行
動
が
操
ら
れ
て
世
論
が
つ
く
り

出
さ
れ
て
い
く
過
程
と
そ
の
結
末
に

震
撼
！ 

今
月
の
一
冊 

今
回
、
相
談
の
寄
せ
ら
れ
た
東
京
支
社
総
務
部
に
お
け

る
パ
ワ
ハ
ラ
は
、
副
課
長
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
が
「
運

転
士
な
ん
か
（
ハ
ン
ド
ル
を
）
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
や
っ
て
い

る
だ
け
」
「
現
場
で
の
評
価
が
高
く
て
も
、
非
現
業
に
来

た
ら
使
え
な
い
」
「
乗
務
員
は
そ
れ
し
か
で
き
な
い
。
兼

務
発
令
者
は
、
中
途
半
端
で
役
に
立
た
な
い
」
「
俺
は
こ

い
つ
ら
（
部
下
）
の
世
話
に
な
ん
か
な
っ
て
い
な
い
」
な

ど
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の

輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
は
、
８
月
31
日
に
行
っ
た
申
28
号
「
『
現
業
機
関
に
お
け
る
柔

軟
な
働
き
方
に
つ
い
て
』
に
関
す
る
緊
急
解
明
申
し
入
れ
」
第
３
回
団
体
交
渉
の
席
上
、

寄
せ
ら
れ
た
東
京
支
社
総
務
部
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
実
態
に
つ
い
て
、
会
社
へ
指
摘

し
、
調
査
と
是
正
を
求
め
て
い
ま
す
。 

「
運
転
士
に
よ
る
出
区
電
車
の
ド
ア
開
扉
な
ら
び
に
案
内
設
定
の 

取
り
扱
い
変
更
の
延
期
・
見
直
し
を
求
め
る
」
緊
急
申
し
入
れ 

『
団
体
交
渉
』
を
開
催
！ 

東 京 地 本 

東地申 1 号 

 
 

 
 

 
 

東
京
地
本
は
、
職
場
か
ら
の
声
に
基

づ
き
東
地
申
１
号
「
運
転
士
に
よ
る
出
区
電
車
の
ド

ア
開
扉
な
ら
び
に
案
内
設
定
の
取
扱
い
変
更
の
延

期
・
見
直
し
を
求
め
て
緊
急
申
し
入
れ
」
を
提
出
し
、

８
月
５
日
に
団
体
交
渉
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

会
社
は
「
必
要
な
教
育
・
訓
練
は
実
施
し
て
お
り
、

準
備
不
足
と
い
う
認
識
は
な
い
」
と
回
答
を
示
し
、

団
体
交
渉
で
は
「
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
い
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ

を
活
用
し
た
会
議
も
開
催
し
て
き
た
」
「
想
定
し
え

な
い
事
態
が
な
い
よ
う
に
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
っ
て

き
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
係
区
所
の
７

月
の
定
例
訓
練
で
は
、
乗
務
員
か
ら
の
質
問
に
対
し

て
「
分
か
ら
な
い
」
「
確
認
す
る
」
と
指
導
担
当
も

理
解
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
出
区
電
車
の
運
転
士

に
よ
る
ド
ア
開
扉
の
試
行
期
間
中
は
、
運
転
士
の
新

人
養
成
の
期
間
と
重
な
り
、
所
定
の
取
り
扱
い
と
混

同
し
て
し
ま
う
こ
と
や
夏
季
輸
送
期
間
中
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
来
必
要
な
業
務
内
容
に
集
中
で
き

る
環
境
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
会
社
は
「
見
習
い
も

教
導
と
乗
務
が
で
き
、
不
安
を
解
消
で
き
る
と
考
え

て
い
る
」
「
会
社
と
し
て
は
妥
当
な
時
期
だ
と
考
え

て
い
る
」
「
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
行
う
よ
う
に
し

て
い
る
」
と
実
施
あ
り
き
で
の
試
行
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
オ
リ
パ
ラ
輸
送
の
臨
時
列
車

が
運
行
さ
れ
て
い
た
場
合
も
試
行
は
行
っ
て
い
た

と
の
回
答
も
あ
り
、
試
行
と
い
え
ど
も
会
社
の
進
め

方
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
回

の
試
行
は
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
見
据
え
た
こ
と
が
目

的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
中
央
・
総
武
緩
行
線
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
職
場
で
は
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
行
期
間
が
職
場
ご
と
に
違
っ
て
伝
わ
っ
て

い
る
な
ど
、
情
報
共
有
に
も
不
備
の
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
準
備

不
足
で
あ
り
、
団
体
交
渉
で
は
取
扱
い
変
更
の
延
期

を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
認
識
一
致
を
図
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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